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はじめに  

Winner7システムは各級議員後援会における名簿管理を行うことを目的に開発されました。その開発経過について

説明しておきます。 

 

ネバーランドソフトウェアは後援会における名簿管理のあり方を研究し、システム開発を始めました。1980年頃に遡り

ます。当時は、今のように個人レベルでパソコンを駆使できるような時代ではありません。最初の環境はいわゆるオフコ

ンと呼ばれるカテゴリーに属する機種でした。 

 

たいへん高価なものではありましたがハードウェアやソフトウェアの制約があり、後援会実務担当者の要望を満たすこと

は困難でした。複雑な機能を盛り込むとスピードが極端に落ちたり、記憶容量不足に悩まされたりしましたがそれまでの

手作業カードによる後援会活動の合理化に随分寄与しました。 

 

その後に実施された市議会選挙・都道府県議会選挙・国政選挙（衆議院・参議院議員選挙）等の議員選挙は

もとより、首長選挙（市長選挙・県知事選挙）も経験することにより、後援会管理ノウハウを積み重ね、システム改

良を重ねてきました。 

 

1980年代後半になると業務用にパソコンを活用することが普及し始めました。当時の主力ＯＳは MS-DOS でし

た。DOS環境では日本語データベースシステム「桐」を活用したシステムに移植しました。「桐」はなかなか優秀なデー

タベースシステムであり、10年間ほど稼働しました。 

 

しかし、世の中はWindows一色に染まり始め、それにつれてWindows開発環境が急速に充実してきました。ユ

ーザーからも DOS版からWindows版への移行要求が増えてきました。こうした要求に対してWindows版桐への

移行を検討しましたが DOS版桐からの移行は単純ではなく、その他の開発ツールも並行して研究した結果、桐シス

テムではなく別ツールを利用して現行のWinner7の原型の開発を行いました。 

 

こうして、DOS版名簿管理システムからWindows版への移行を進め，1998年 10月，Windows版システム

(Winner7/ version1.0)がリリースされました。Windows95，98の時代です。 

 

Winer7で採用したデータベースシステムは PARADOXでした。その当時から実績のあるデータベースであり，また無

償配布が許されていたこと，また，開発言語の DELPHI と親和性が高いことが主な理由でした。この構成での運用

はそれなりに安定し，特に大きな問題は発生していませんでした。 

 

しかしながら，その後の OS環境の変化，および，PARADOX をサポートすべきメーカーの都合等により，今後も継

続的に使用することにやや不安が生じてきました。 

 

そこで，新たなデータベース環境を研究したところ，オープンソースでありながら堅牢かつ高機能，かつ，DELPHI言

語との親和性の高い Firebird データベースを採用することにし，移行作業を進めてきました。 

 

 

 



 

 

今回ご提供する名簿管理システムWinner7はこれまで蓄積された機能をさらにレベルアップし，なおかつ，本格デ

ータベースシステムである Firebird に適応するように開発された最新版です。各後援会事務所それぞれの思想に合

わせて活用することができるよう汎用性を重視した設計としています。 

 

このマニュアルは「名簿管理システム/Winner7 」の操作方法を説明するために作成されています。実際の画面に即

した説明としていますから理解しやすくなっていると思います。本マニュアルを活用し、効果的な名簿管理を実行されま

すことを願っています。 
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1-1 

1 準備処理 

1.1 名簿管理のあり方を検討する 

Winner7システムは各級選挙を想定し、また汎用性を重視した設計となっています。したがって、ユーザーがどのよう

なスタイルの選挙を、あるいは後援会活動をイメージするのかを事前に十分検討しておく必要があります。もちろん、後

からでも変更することはできるのですが、最初からきちんと設計しておいたほうが余計な手間を省くことができることは当

然です。 

 

想定される検討事項を例示します。 

① 管理対象となるデータ件数 

② 支援グループの分析とグループコード体系の設計 

③ 出力された名簿の活用方法 

④ データ入力体制 

⑤ 指示ランク，送付ランクの考え方と活用方法 

⑥ 小学校区単位による名簿管理の採用の可否と学区マスタの整備方法 

⑦ その他 

1.2 コンサルテーションサービス 

事前に検討するといっても、実際にどのようにしていいのか分からないのが普通です。これまでは導入ユーザーと打ち合

わせをしながら導入作業を進めてきました。これからも可能な限りご相談に対応していく予定です。個別にご相談いた

だきますようお願いします。 

1.3 名簿データ移行作業について 

本システムに関心をお持ちの方の多くは既に何らかの形で名簿管理ソフトをご使用中と思われます。そうであるならば、

そこで蓄積された貴重なデータをWinner7システムに移行するというご要望は十分に理解できます。 

 

しかし現在ご使用中の管理ソフトは多様であり，何らかのツールを経由して自動的に本システムに直接移行すること

は困難です。テキストデータを活用する方法も考えられますが，本システムがきめの細かいマスタ管理を行っているた

め，それぞれのマスタに対応できるようにデータを加工する必要が生じます。 

 

実際に、これまでもそのような方法を活用してデータの移行作業を行った実績も少なからずあります。この場合はご使

用中のデータをテキスト形式あるいは CSV形式でお預かりし、当方の環境でデータの分析を行い，データの精査や

実際の移行プログラム作成等，一定の作業が必要となります。 

 

たとえば、「氏名データ」管理について考えてみましょう。 

Winner7では氏名を「姓」と「名」を分離して管理しています。 

お手元のデータが同様に「姓」と「名」を分離して管理しており、なおかつその整合性が保証されていれば問題ないので

すが、これまでの経験では「姓名」を一括して管理しているケースが大半です。 
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そうなると、この「姓名」データを「姓」と「名」に分割する作業が発生します。これはなかなかやっかいな作業です。「姓

名」データの中で「姓」と「名」の間をスペースで区切ってあればある程度システム的処理が可能です。 

 

実際にスペースで区切られていることが多いのですが、そのスペースが半角・全角が混在しているケースが普通です。そ

れでも、スペースが入っていれば何とかなります。しかし、スペース区切りがない場合はどうしようもありません。一件ずつ

データをチェックするしかありません。これは大変な作業です。 

 

住所（番地等）の扱いも特殊です。 

たとえば「○○市本町 1丁目 2-3中央マンション 701号」という住所の場合、Winner7では[○○市本

町][1][2][3][中央マンション 701]と分割して管理しています。このように管理することで住所番地のソートが正確に

行えます。お手元の名簿データがそのような管理形態となっていればいいのですが「○○市本町 1丁目 2-3中央マン

ション 701号」と一つの文字列として管理されているのが普通です。 

 

そうなると、データ移行作業において、これらの住所データをWinner7 に適合するように分割編集しなければなりませ

ん。これはとても面倒な作業です。これまでの実績では，ある程度はシステム的に処理できますが，目視による点検を

加えて移行作業を行っています。 

 

こうした状況ではありますが、Winner7活用のためには避けて通れないプロセスと位置付け，基本属性をテキストデ

ータ（CSV形式）経由でWinner7 に取り込む機能（インポート機能）を開発し提供しています。インポート処理

に関する操作については別冊の「インポート処理操作マニュアル」にまとめているのでご参照ください。 

1.4 ネットワーク対応について 

⚫ LANネットワーク対応機能を提供しています。 

⚫ クラウドには対応していません。 

⚫ ネットワーク動作環境はWindows７以上を想定しています。 

⚫ なお，ネットワーク対応は「プレミアム版」のみとなります（2021年 3月現在） 

⚫  
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2 システム管理ファイル保守管理 

2.1 システム管理ファイルの働きと呼び出し 

システム管理ファイルはシステム全体の基本的動作を一元的に管理する重要なファイルです。最初にシステム

管理情報を登録しておきましょう。もちろん，後から変更することができます。 

 

トップ画面からユーティリティー

を実行。 

 

 

 

通常処理タブから 

システム管理ファイル保守 

を実行します。 

 

以下に具体的な説明をしま

す。 
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2.2 基本構成 

システム管理ファイル保守管理画面が開きます。システム管理ファイル保守画面は次のタブ（ページ）で構成

されています。それぞれの詳細は別途説明します。 

① 基本項目タブ 

② 名簿様式タブ 

③ ラベル様式タブ 

④ 会員コード管理タブ 
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2.3 「基本項目」保守管理ページ 

 

2.3.1 標準となる支持ランク 

 

 標準となる会員の「支持ランク」（支援の度合いをコード化したもの）を設定

します。本例では標準支持ランクを「D」としているので、名簿データを新規登録

する場合、D ランクが自動的に挿入されます。 

2.3.2 標準となる送付ランク 

 

標準となる会員の「送付ランク」（郵便物等の送付の必要性の度合いをコ

ード化したもの）を設定します。本例では標準送付ランクを「D」としているので、

名簿データを新規登録する場合、D ランクが自動的に挿入されます。 

「送付ランク」と「支持ランク」は似たような概念です。実際に両者を区別しな

いで運用しているケースが多いようです。しかし、支持ランクは「A」ランクであった

としても、何らかの事情で家庭には文書を送付してほしくないというケースもあり

得ます。その場合は送付ランクを（たとえば）「X」等にしておきます。また、その
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逆に他党の支持者であるが機関紙等は送付しておきたいケースあるでしょう。そ

の場合は、支持ランク「X」、送付ランク「A」として運用することで対応できます。 

2.3.3 ランクマスタ保守管理 

 

支持ランク・送付ランクマスタの保守管理処理。 

必要に応じて使用してください。 

2.3.4 標準となる地域指定条件 

 

検索処理や名簿印刷処理等で使用する「標準となる地域指定条件」

を設定します。指定対象となる「地域指定条件」は、 

① 都道府県 

② 自治体 

の 2種類です。 

通常はユーザーである後援会が取り組む選挙区に即した内容を指定し

ます。本例は「東京都千代田区」を基盤とした後援会がユーザーです。 

なお、Version9.1 までは「衆議院選挙区」「都道府県議会選挙

区」という設定条件もありましたが、Version9.2で「マイ選挙区」という

概念が導入されたことにより廃止されました。 

2.3.5 標準となる和暦・西暦入力区分 

 

システム中で使用する日付入力処理に際して「和暦入力」または「西暦

入力」のいずれを標準とするかを設定します。 

 

本例では「和暦入力」を標準としています。 
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2.3.6 字データ入力 

 

Winner7の住所管理の基本は郵便番号で特定できる「町域」単位で

す。しかしながら，地方によっては町域よりもさらに細かい単位（「字」等）

で管理されることがあります。本項目はそうしたニーズに対応するために追加

された機能です。字（あざ）データマスタの整備手順について「ユーティリテ

ィ・臨時処理」項目で説明しています。 

デフォルトは「字データを入力しない」です。 

2.3.7 第２住所使用区分 

 

「第２住所」とは基本となる住所（第１住所）以外に管理する住所のこ

とです。原発事故に伴う立入禁止区域が設定されたことにより，やむを得

ず別の地域に住所を移さざる得ない事態に対応するために追加しました。

特別な処理であり，通常は「第２住所を使用しない」を選択します。 

2.4 名簿様式保守ページ 
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2.4.1 標準となる名簿印刷項目 

 

名簿印刷時に使用する標準となる印刷（出力）項目を指定

します。よく使う設定をここで指定しておけば便利です。 

 

印刷実行時に変更することができます。 

 

2.4.2 名簿印刷改ページ区分 

 

■名簿印刷を行う際に、小学校区単位で改ページ印刷するか否かを

指定します。 

■本例では「改ページする」がチェックされていますから、小学校区が変

わった時に改ページされます。 

■実行時に変更することができます。 
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2.5 ラベル様式保守ページ 

 

2.5.1 ラベル様式指定 

 

タックラベルの出力用紙タイプを指定します。次の形式をサポートしていま

す。 

① A4用紙/12面タイプ 

② A4用紙/18面タイプ 

③ A4用紙/21面タイプ 

④ ゆうメール専用用紙タイプ 

 

■実行時に変更することができます。 
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2.5.2 ラベル印刷項目指定 

 

タックラベルに印刷する項目を指定します。 

 

実行時に変更できます。 

2.6 会員コード管理ページ 
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2.6.1 会員番号自動発番用データ管理 

 

会員番号はシステム中で自動発番されますが、

何らかの事情でこの番号を変更したい場合があり

ます。その場合はここで変更することができます。 

 

ただし、会員番号は全てのデータ管理の基礎とな

るものですから、論理的に誤った番号に変更すると

不測の事態が発生する可能性があります。この点

を十分理解して運用してください。 

 

会員番号変更処理を行いたい場合は「会員番

号変更処理」ボタンをクリックしてください。 

↓  

 

 

新しい会員コード入力画面が開きます。 

 

特別な理由がない場合はこの処理を行わないで

ください。 
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3 マスタ保守管理 

3.1 はじめに 

名簿管理を有効に活用するための第一歩は各種マスタの整備からはじめます。システムの運用を簡単にするために

いろいろな種類のマスタ類が必要となります。しかし、マスタ類があまり多いと初期設定に時間がかかり、また運用も複

雑となる可能性があるため、Winner7では最小構成でシンプルなマスタ設計としています。 

操作方法は共通ですから、基本的仕組みを理解すれば簡単に操作できるでしょう。各マスタ特有の事項について

はそれぞれの項目で説明しています。 

3.2 マスタ保守メニューの呼び出し 

マスタ保守画面の呼び出しは簡単です。名簿管理基本画面のメニューバー上の[マスタ保守(M)]をクリックしてく

ださい。関連するマスタ保守サブメニューが表示されるので，必要となる保守作業を選択してください。 

 

3.3 グループマスタ保守管理 

 グループ管理は「グループ区分マスタ」と「グループマスタ」の２種類のマスタファイルで行われます。グループ区分ごとに

個別のグループデータが管理されています。 
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3.3.1 基本構成 

 

3.3.2 追加・訂正・削除・印刷 

「追加」「訂正」「削除」ボタンをクリックするとそれぞれに対応した処理画面が開きます。必要に応じた処理をしてくだ

さい。 

この操作方法は他のマスタ保守作業でも同様です。 
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◇追加処理 

 

◇訂正処理 

 

◇削除処理 

 

 対象レコードがシステム中で使用

されている場合には削除できませ

ん。この場合はグループデータ一括

削除処理で行います。 
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3.3.3 マスタ印刷イメージ 

 
 

 



 

3-5 

3.4 支持ランク＆送付マスタ保守管理 

 支持ランクマスタ、送付ランクマスタを保守管理します。 

3.4.1 基本構成 

 
 「支持ランクコード」「送付ランクコード」の考え方については「システム管理ファイル保守管理」「基本項目」で説明して

ありますから参照してください。 

3.4.2 マスタ印刷イメージ 
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3.5 小学校区マスタ保守管理 

3.5.1 基本構成 

 小学校区名は自治体別に登録します。小学校区はそれぞれの自治体で条例化されています。教育委員会のホー

ムページ等から知ることもできます。 

 ここでは自治体別の小学校区名を登録するだけです。各小学校区の通学区域の登録は「学区表保守管理」で設

定します。 

 小学校区単位での管理はとても便利な機能ですが、最初からすべてを登録する必要はありません。登録なしでも運

用に問題はありません。その場合は、小学校区別の管理が使用できないだけです。 

 小学校区データの「追加・訂正・削除・印刷」作業については以下に説明します。他のマスタも同様の機能になって

います。 

 小学校区マスタ保守画面は以下のとおりです。 
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3.5.2 小学校区マスタ印刷処理 
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3.6 学区表マスタ保守管理 

 小学校区単位での地域管理を実行する場合、各小学校区を構成する住所をまとめて管理する必要があります。そ

のまとまりを「学区表」と呼ぶことにします。学区表の保守管理はここで行います。さっそく学区表保守画面を開いてみ

ましょう。 

 
 少々複雑な構成に見えます。実際に面倒な作業を行わなくてはなりませんが、学区表が整備されるとその後の地域

データ管理が一層きめ細やかなものとなりますので我慢して入力作業を進めてください。本マニュアルでも丁寧に説明し

ておきます。 

3.6.1 学区表管理の仕組みについて（１） 

 最初に学区表管理の仕組みについて詳しく説明しておきます。 

 「学区」（「校区」と呼ばれる地域もあります）とは小学校の通学区域のことです。市町村教育委員会が条例で

定めています。具体的事例を示した方が分かりやすいと思います。 
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右の表をご覧ください。本例は岡山県岡山市中区にある平井小

学校の通学区域です。平井小学校の場合、通学区域は湊（みな

と）1番地から 268番地から始まり平井 7丁目までを含むことが

分かります。 

 

 それでは「湊 300番地」はどうなるのでしょうか。この番地は右表に

入っていません。実は「旭操」（きょくそう）学区に属するのです。こ

のように湊（みなと）という町域であってもこれが複数の学区に分割

されることがあります。実務的にはよくあることですが、システム的には

これがなかなかやっかいなのです。 

 

 

小学校区 通学区域（町域） 

平井 

小学校 

湊 1～268 

湊 352～364 

湊 571～1342 

湊 1372～1842 

湊 2453～2570 

平井 

平井 1丁目 

平井 2丁目 

平井 3丁目 

平井 4丁目 

平井 5丁目 

平井 6丁目 

平井 7丁目 

一方、平井という町域はすべて平井小学校の通学区域ですから一見簡単に見えます。しかし、平井１丁目か

ら 7丁目は住居表示化が完了している地域ですが、同じ平井でも住居表示化が完了していない部分もありま

す。その場合は例えば「平井 123番地」のように表示されます。 

したがって、このような関係もシステム的に表現しておく必要があるのです。 

 次に湊（みなと）という町域名に注目します。湊は広い町域なの

で三つの小学校区に分割されています。具体的には①平井、②旭

操（きょくそう）、③富山（とみやま）です。これらの関係を表にまと

めておきます。複雑ですが、これらをシステム的に整理して管理する

必要があるのです。それが学区表ファイルです。 

 

 学区表は町域・地番に注目し、対応する小学校区を割り当てるこ

とでその機能を実現しています。詳細な仕組みまでをユーザが理解

する必要はありませんが、この知識をもとにデータを入力すると分かり

やすいと思います。 

 

 
 

地番 小学校 

湊 1～268 平井 

湊 269～351 旭操 

湊 352～364 平井 

湊 365～402 旭操 

湊 430～492 富山 

湊 493 旭操 

湊 494 旭操 

湊 495-1～495-2 富山 

湊 495-4～495-5 旭操 

湊 496～570 旭操 

湊 571～1342 平井 

湊 1343～1371 富山 

湊 1372～1842 平井 

湊 2453～2570 平井 
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3.6.2 学区表管理の仕組みについて（２） 

 

 番地コードが指定されていないデータの扱いは特別です。 

これは番地コードが入力されている情報に該当しない番地を有する住所デーがあった場合、Winner7は便宜

上、番地コードが指定されていないデータに記録されている小学校区に属するものと判断します。 

 本例では番地コードが設定されていいない「湊」地区の場合は自動的に「富山学区」に属するものと判断されま

す。したがって、一つの町域全体がある小学校区に属することを表現したいときは、番地コードを持たず、小学校区

コードのみが指定されたレコードを登録しておいてください。これは必須です。 

3.6.3 入力対象町域指定 

学区表への具体的な入力作業について説明します。なお、通学区域に関するデータはあらかじめお手元にあるもの

として説明します。 

 前述の「学区表管理の仕組みについて」で説明したように、学区表は町域・地番に注目し、対応する小学校区を

割り当てることでその機能を実現しています。したがって、まずは入力対象となる町域を選択することから始めます。 

 通常は表示されている町域名を順番に確認しながら選択します。なお、「町域表示順序」ラジオボタンで「郵便番号

順」または「町域順」のいずれかが選択できます。 

 「検索町域キー」を指定して検索することも可能です。「カナ検索」「漢字検索」のいずれにも対応しているので活用

してください。 
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3.6.4 例題 

 入力対象となる町域が選択されていることを前提に具体的な学区データ入力作業を説明します。 

 例題として「岡山県岡山市中区湊（みなと）2000番地～2100番地は旭操（きょくそう）小学校区の通学区

域に指定する」ものとします。 

3.6.5 学区データ入力作業（追加モード） 

 

「岡山県・岡山市中

区・湊」を選び、追

加モードを選択しま

す。 
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学区表追加入力フ

ォームが準備されま

す。 

 

 

 

 

旭操（きょくそう）

学区を選択 
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番地コードを入力し

ます。 

番地コードには「開

始」と「終了」があり

ます。本例では 

開始=2000 

終了=2100 

とします。 

この結果「湊 2000

番地～2100番

地」は旭操学区とし

て認識されます。 

 

 

 

 

入力した 2000番

地から 2100番地

のデータが旭操学区

として登録されてい

ます。 

 

 

番地コードは分かりにくい概念なので、具体例をあげて補足説明しておきます。 
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（例１）2000番地１～2000番地 50 

 

 

（例２）1丁目～3丁目 

 

 

（例３）1丁目 10-5～3丁目 4-5 
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3.6.6 学区データ入力作業（訂正モード） 

 

訂正対象レ

コードを選択

して「訂正モ

ード」を指定

します。 

 

 

 

 

学区表訂正

入力フォーム

が準備されま

す。必要に応

じてデータを

修正します。 
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3.6.7 学区データ入力作業（削除モード） 

 

訂正対象レコー

ドを選択して「削

除モード」を指定

します。 

 

 

 

 

学区表削除画

面が表示されま

す。削除対象デ

ータを確認し、

OK であれば「決

定」ボタンを、中

止しするときは

「中止」ボタンをク

リックします。 
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3.6.8 学区表印刷処理 

 

学区表印刷は三つの

パタンで出力できます。 

① 学区別、 

② ②郵便番号順、 

③ ③町域 50音順 
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3.6.9 印刷サンプル 
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3.6.10 学区データ一括更新処理 

 

学区データを変更した場合、Winner7シ

ステムを終了する時に左のような警告画面

が表示されます。 

 

これは変更された学区データを名簿データ

に強制的に反映させるための処理です。 

 

したがって、特別な事情がない限り、ただち

に一括更新処理を実行しておいてくださ

い。 

 

3.7 マイ選挙区マスタ保守管理 

3.7.1 マイ選挙区とは何か 

市区町村議会議員の選挙区は居住地自治体となるのが普通ですから問題ありません。 

 

しかしながら、都道府県議会議員、および衆議院議員の場合はこれと異なる区割りとなることがあります。次のような

ケースです。 

◆複数の自治体で構成される 

◆一つの自治体を分割して構成される 

 

具体的な例をお示しします。 

衆議院埼玉県第 2区は従来「埼玉県川口市」のみで構成されていました。したがって自治体単位で処理することで

何の問題もありませんでした。しかし，一票の格差是正を目的とした区割り変更に伴い，川口市の一部を別の選挙

区（埼玉県第 15区）に分割することになりました。このようになると川口市全域に対して郵便物を送付すると選挙

区外の支持者（会員）にも郵便物が送達されることになります。これは困った現象です。 

 

このような場合、新たに「マイ選挙区」という概念を導入し対処しようとするものです。すなわち、「複数の自治体をまと

めてマイ選挙区とする」、あるいは「分割された自治体の一部をマイ選挙区として管理する」という仕組みです。 

 

この概念を実現するためには「マイ選挙区マスタ」というマスタを導入しました。マイ選挙区マスタを整備しさえすれば自

分の選挙区内の支持者に対して名簿印刷やラベル印刷、あるいはマイ選挙区内登録状況一覧表を出力することが

できることになります。 

 

なお，市区町村議会議員のように「選挙区＝単一自治体」の場合は必要のない機能です。 
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3.7.2 基本構成 

 
マイ選挙区マスタは町域別にデータを登録します。町域内の一部，たとえば「〇〇町 100番地から 200番地」のみ

が対象となる場合はそのような情報を登録することになります。具体的な登録方法は次節以降で説明します。 

3.7.3 マイ選挙区マスタ初期化処理 

既存のマイ選挙区情報をすべて消去する機能です。 

この機能を使用する場合は「初期化する」をチェックし，初期化実行ボタンをクリックします。 

3.7.4 自治体別に一括してマイ選挙区情報を設定する 

ある自治体全域がマイ選挙区である場合（これが普通ですが）は当該自治体を一括してマイ選挙区マスタに登録

することができます。 
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3.7.4.1 データの追加 

 
 

本例では「埼玉県戸田市」をマイ選挙区に追加する方法を示しています。作業はとても簡単です。 

1. 自治体（戸田市）を選ぶ 

2. 自治体をマイ選挙区に追加するボタンをクリックする 

これだけです。 

 

確認メッセージが表示されるので「はい」または「いいえ」を選択します。 

 
↓ 
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戸田市の全町域データが追加されました。 

3.7.4.2 データ削除 

自治体別のマイ選挙区情報を削除する場合は次の手順で行います。 

自治体を選択し，マイ選挙区から削除するボタンをクリックする。 

 

確認メッセージが表示されるので，本当に削除してよければそのように指定してください。 
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3.7.5 町域別に個別にマイ選挙区情報を設定する 

対象となる自治体の一部の町域について，マイ選挙区の対象となる場合またはならない場合を登録するにはこちらの

機能を使用します。

 
一つの町域全体がマイ選挙区の対象となる場合は簡単です。上図の例では「川口市青木」という町域全体がマイ

選挙区に該当する場合です。 

面倒なのは，ある町域の一部がマイ選挙区に属する場合，あるいは属さない場合の登録方法です。 

例えば「川口市芝中田 1丁目，2丁目」は第 2区に属すると定められているとしましょう。次のように処理します。 
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川口市芝中田を

検索する。 

↓  

 

追加ボタンをクリッ

ク 

↓ 

マイ選挙区エントリ

ー画面が表示され

る 

 

↓  
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番地コード（開

始）に「１」を， 

番地コード（終

了）に「１」を入

力する。 

 

1丁目から 1丁

目を指定してい

る。 

↓  

 
 

芝中田 1丁目の

みがマイ選挙区に

登録された。 

この時点では芝中

田 1丁目以外

（たとえば 2丁

目）はマイ選挙

区外となる。 

 

同様の用法で 2

丁目を登録する。 

↓  

 
 

芝中田 1丁目お

よび 2丁目がマイ

選挙区として登録

された。 

 このような方法で順次登録していくことにより，複雑なマイ選挙区情報を管理することが可能になります。 
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 本例はある意味とても単純な町域区分のケースです。現実にはもっと複雑な番地区分ケースがあります。一例を示

します。 

 

「（川口市）芝のうち 3102番地から 3198番地を除く区域」というケースです。 

この場合は視点を変える必要があります。すなわち， 

・芝 1番地から 3101番地はマイ選挙区内である。 

・芝 3199番地以降はマイ選挙区である。 

と読み替えるのです。 

 

 なお，3199番地以降というのも注意が必要です。マイ選挙区管理システムでは入力された番地の範囲内でマイ

選挙区であるか否かを判定するので便宜上「3199～9999」という範囲指定を行わなくてはなりません。「9999」の

部分はさらに大きな数値を入力することができますが，その上限は「32767」です。 

 

 本例に基づいた入力結果 

 
 

 このようにマイ選挙区情報設定は多少面倒ではありますが，正確なマイ選挙区管理ができることになるので確認し

ながら作業を進めてください。 

3.7.6 マイ選挙区情報一覧表印刷 

郵便番号順，または町域 50音順でマイ選挙区一覧表を印刷します。抽出～編集作業に多少時間がかかります。 

 

↓出力結果 
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表示内容について 
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赤文字部分はマイ選挙区対象外町域であることを示します。 

 

 
 

これは「【川口市芝中田】で参照される町域はマイ選挙区対象外である。しかし，【川口市芝中田】のうち 1丁目お

よび 2丁目の番地情報を持つ場合はマイ選挙区対象地域である」ことを意味しています。すなわち，【川口市芝中

田】3丁目や 4丁目は対象外であることを意味しています。 

3.7.7 エラーチェックリスト印刷 

 
地番情報に論理的エラーがある場合，または郵便番号マスタに登録されていない情報が存在する場合にエラーとして

チェックリストを出力します。 
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3.7.8 マイ選挙区マスタ変更結果の反映について 

マイ選挙区マスタを変更しただけでは名簿上の情報が更新されるわけではありません。この更新作業はWinner7

終了時点で一括で行います。Winner7終了時に以下のようなガイダンス画面が表示されるので実行してください。 

 
 

再度Winner7を実行するとマイ選挙区情報が反映されていることがわかります。マイ選挙区対象地域内であればグ

リーンの表示されています。 
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3.8 字（あざ）データマスタ保守管理 

字（あざ）データマスタはやや特殊な性質を持っています。すなわち，このマスタはデータ追加処理を行うことができま

せん。データの追加は名簿データ入力時に自動的に行うからです。 

 

この画面ではすでに登録済みの字（あざ）データに対して「訂正」または「削除」のみを行うことができます。 

 

なお，字マスタ生成処理を利用すれば事前に指定された都道府県に関する字データをWinner7 に読み込むことが

できます。作業手順についてはユーティリティーに関する項目で説明しています。 
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3.9 都道府県・自治体マスタ参照処理 

 都道府県マスタおよび自治体マスタは郵便番号データをもとに内部的に自動生成されています。したがって、ここでは

画面参照と印刷機能のみが有効です。 
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3.10 郵便番号マスタ参照処理 

郵便番号マスタの参照処理を行います。 

3.10.1 はじめに 

 郵便番号マスタの使い方はやや特殊です。というのも、郵便番号マスタ自体は日本郵便会社から提供される郵便

番号データをもとに生成し、個別に入力するわけではないからです。 

3.10.2 基本構成 

 

3.10.3 町域（地名）の表示 

 基本構成画面をご覧になれば分かるとおり、最初は選択された「都道府県」「自治体」に属する「町域（地名）」デ

ータを郵便番号順に表示しています。表示順序（ソート順）は必要に応じて変更できます。 
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【ソート順】 ・郵便番号順（標準）  

・フリガナ順 

3.10.4 郵便番号データ検索機能 

 住所に関係するデータを検索する機能について説明します。 

 
検索は「①郵便番号、②町域（カナ）、③町域（漢字）」のいずれかで行えます。検索は先頭一致方式で文

字列を検索します。したがって、町域（カナ）検索を例にとれば、「ヤマ」と入力し「検索開始ボタン」をクリックすると、

「ヤマトマチ」「ヤマシナチョウ」「ヤマノウエ」等が表示されます。 

検索作業を中止したいときは「検索中止」ボタンをクリックします 
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3.10.5 郵便番号データ印刷 

「ソート順」で指定された順序に従い郵便番号データを一覧印刷します。 

 
 

 



 

3-38 
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3.11 事業所マスタ保守 

事業所郵便番号マスタを保守管理します。 

日本郵便が提供している郵便番号データには 2種類あります。 

① 一般郵便番号（普通に使用されている郵便番号） 

② 事業所用個別郵便番号（大口事業者用に特別に設定された郵便番号） 

 

Winner7で管理するのは通常は個人名簿です。したがって郵便番号として使用するのは一般郵便番号です。事業

所用郵便番号を読み込むことは不可能ではないのですが，実際に入力する場合はかえって煩雑となり不便であるこ

とが経験的にわかっています。 

 

そこでWinner7では一般郵便番号のみを対象としているのですが，そうはいっても事業所用郵便番号を使用したい

というニーズがあることも事実です。このニーズに対応するためにWinner7では事業所用郵便番号を個別に登録す

ることで実現しています。 

3.11.1 事業所マスタ保守起動 
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3.11.2 事業所郵便番号保守画面が開く 

 

この例では 2件が登録されています。 

① 100-8962 参議院議員会館 

② 100-8981 衆議院第一議員会館 

3.11.3 新規データ追加 

追加ボタンをクリックすると事業所郵便番号入力エリアが開きます。ここで登録対象となる郵便番号を入力します。本

例では 100-8086です。 

 

↓ 
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100-8086 三菱商事株式会社が追加登録されました。 

これ以降，追加された郵便番号をWinner7で利用することができます。 
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4 名簿データの保守管理 

4.1 はじめに 

 名簿データの追加・訂正・削除はWinner7の中心的な機能です。入力を便利にするために様々な工夫がなされ

ていますが，それについては個別に説明してあります。本例を参考にこれらの機能を十分に練習し，効果的な名簿デ

ータ処理を行ってください。 

4.2 項目間の移動に関する注意事項 

 名簿データの各項目間の移動に際しては Tab キーを使用してください。Enter キーを使用すると入力処理の終了

とみなされてしまいます。 

4.3 名簿データ保守管理基本画面 

 名簿データ保守管理の個別機能についてはそれぞれの項目で説明しています。 
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4.4 処理モードの選択 

 

追加 名簿データの追加処理（新規入力）。 

訂正 

名簿データの訂正（修正）処理。 

表示されている名簿データを訂正する場合はこの「訂正ボタン」をクリックします。そうしなければ名簿

項目の訂正はできません。誤って名簿データを訂正することを防止するための機能です。 

削除 
名簿データの削除処理。 

表示されている名簿データおよびこれに関連したグループデータ等を一括削除します。 

4.5 データ追加指定→会員コード（自動発番） 

 会員コードが自動発番されます。会員コードはシステム管理ファイルで管理されています。 

 

 

4.6 性別入力（個人・法人区分を兼ねる） 

 性別入力を行います。性別コードとして男」または「女」を選択した場合、システムは「個人データ」として処理を行い

ます。「法人」を選択した場合、システムは「法人データ」として処理を行います。「個人」・「法人」によって画面レイアウ

トが異なります。 
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個人名入力（姓名）の場合のレイアウト例 

 
法人名入力の場合のレイアウト例 
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4.7 姓名入力 

姓名入力→「姓」と「名」を分けて入力します。 

フリガナ自動入力機能が搭載されているので便利です。もちろんフリガナは後から変更できます。 

項目間の移動は TABキーを使用します。※本例では「鈴木一郎」を入力しました。 

 
 

4.7.1 同姓同名チェック処理（自動処理） 

姓名入力が終わった時点で自動的に同姓同名データの存在チェックを行います。同姓同名データが存在していれ

ば次のようなメッセージが表示されます。 

 

 
同姓同名データ既に存在している場合は「同姓同名チェック画面」が表示されます。本例では 2件の「鈴木一郎」

データが確認されました。住所、電話番号等を参考に同姓同名であるか否かを判断します。 
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◇同姓同名データであると判断したら「同姓同名データ発見」ボタンをクリック→既存のデータが表示されます。 

◇「同姓同名データではない」ボタンをクリックすると現在のデータ入力を継続します。※本例では「同姓同名データで

はない」として説明を進めます。 

 

4.8 支持ランク・送付ランク入力 

「支持ランク」「送付ランク」のデフォルト値はシステム管理ファイルで定義されています。 

 

4.9 支持履歴参照機能 

 現在の支持ランク入力については説明したとおりです。しかし、過去の支持ランクの変遷状況について把握しておきた

いというニーズがあることでしょう。この機能はそうしたニーズに対応するために提供されたものです。 
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 支持履歴について「現在」「前回」「前々回」の変遷状況を記録していま

す。日付情報は支持履歴が変更された日付です。 

 この機能は参照のみが許可されています。 

4.10 住所入力 

 住所入力は郵便番号検索（住所入力支援）システムを利用して行います。郵便番号検索ボタンをクリックしま

す。 
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4.10.1 郵便番号検索（住所入力支援）システムの概要 

 

検索区分 

（検索モード） 

郵便番号 
郵便番号が分かっている場合、その郵便番号を直接入力しま

す。 

町域・カナ 

検索対象となる町域の読みカナで検索します。先頭一致方式で

す。（例）「ｱｵﾔﾏ」を検索する場合、「ｱ」だけでも、「ｱｵ」でも OK

です。 

町域・漢字 
検索対象となる町域の漢字名で検索します。先頭一致方式で

す。（例）「青山を検索する場合、「青」だけでも OKです。 

事業所郵便番号の 

表示 

マスタ上には事業所郵便番号データも記録していますが、表示することが煩雑である場

合は「表示しない」を選択しておきます。 

検索データ 

入力エリア 

検索区分に対応した検索データを入力します。 

郵便番号データで検索する場合は「1234567」のようにハイフン記号は入力しない

でください。 

 

3桁以上入力するとその時点で自動的に該当する郵便番号データを表示します。 

検索実行 指定条件で検索を実行します。 

4.10.2 郵便番号直接指定 

 検索対象となる郵便番号を直接指定します。郵便番号が既に分かっている場合です。 
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4.10.3 町域・カナ検索指定 

 検索対象となる町域（地名）をカナで指定します。先頭一致方式で検索しますから，検索したいカナ文字を一文

字以上入力します。本例では東京都目黒区で「ナカ」で始まる住所データが検索および教示されます。本例では 3

件がヒットしました。 
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4.10.4 町域・漢字検索指定 

検索対象となる町域（地名）を漢字で指定します。先頭一致方式で検索しますから，検索したい漢字を一文字

以上入力します。本例では東京都目黒区で「中」で始まる住所データが検索および教示されます。本例では 4件が

ヒットしました。 

 

前述のカナ検索では「ナカ」で 3件でしたからその違いがお分かりになるでしょう。 
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4.10.5 番地データ入力 

番地データとして「数値タイプ」と「文字列タイプ」があることに注意してください。入力が煩雑となりますが、数値タイプの

番地データが入力されていることによって、正しいソート順を得ることができます。なお、番地データの移動には[Tab]を

使用してください。 

 

①…数値形式番地データ入力エリア（数値以外の入力はできません） 

②…文字列形式データ入力エリア 

 
 「丁目」を有する番地入力の場合は番地データ入力欄の最初のボックスに「丁目」に当たる数字を入力してください。 

 （例）3丁目 14-26 → [3][14][26]と入力します。 
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4.10.6 ビル名・会社名・役職等入力 

 これらの情報はラベル印刷等の場合に活用します。 

 
本例のように入力した場合、住所ラベルの印刷イメージは次のようになります。 

153-0061 

東京都目黒区中目黒 1-2-3-A-305 

マリナーズビル 

メッツ商会株式会社 

代表取締役 

鈴木一郎 様 
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4.11 電話番号・携帯電話番号・ＦＡＸ番号・メールアドレス入力 

COPY ボタンの使用方法 

 COPY ボタンをクリックすると電話番号を FAX番号にコピーします。 

 
 

4.12 勤務先・住宅地図情報入力 

 住宅地図情報は住宅地図帳のページおよび座標を入力します。電子版住宅地図とのリンクはサポートしていませ

ん。 
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4.13 備考情報入力 

4.13.1 通常入力 

 

備考入力エリアに直接

入力する方法です。 

 

入力桁数に制限はあ

りませんが，印刷等出

力処理の制限がありま

す。 
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4.13.2 拡大エリア入力 

 

通常の備考エリア

は物理的に狭い

ためこれを拡張表

示して参照あるい

は入力できる機能

を提供していま

す。 

 

「備考参照」ボタ

ンをクリックします。 

 
 

 

拡大表示画面が

表示されるので入

力してください。 
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4.14 生年月日入力 

 生年月日（誕生日）が分かっている場合に入力します。「鉛筆マーク」は「入力・訂正」。「はさみマーク」は「削除」

処理です。 

 

生年月日「追加・訂正」ボタンをクリックします。 

 
 

日付入力ボックスが準備さ

れます。 

 

◇ 日付入力区分…和

暦入力または西暦

入力を選択できま

す。標準値はシステ

ム管理ファイルで管

理しています。 

◇ 本日日付ボタンをクリ

ックすると、本日日付

を自動的にセットしま

す。 

 

（入力例） 

本例では「昭和 40年 10

月 30日」を入力していま

す。 

 

「年・月・日」すべてのデー

タを入力しなくてはなりませ

ん。 
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入力結果が反映されます。 
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4.15 死亡日入力 

 
「死亡日入力方法」は「生年月日入力方法」に準じます。 

 

ただし、「生年月日入力」は年月日情報入力が必須でしたが、「死亡日」入力の場合は年月日情報が不完全でも

問題ありません。正確な死亡日を把握できないことが頻繁に発生するからです。しかし、死亡日情報をもとに死亡者

データ一覧を作成するので、できるだけ正確な情報、できれば年月程度は把握するよう努力してください。 

 

なお、年月日いずれも入力されない場合、画面には「不明」と表示されます。この場合は「正確な死亡日は不明であ

るがシステム的には死亡者として扱われている」ことになります。 
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4.16 住所不明情報入力 

 名簿管理を行う時に住所不明データをどのように扱うかは慎重に検討しなければなりません。住所不明であるかとい

っていきなり削除するわけにはいきません。貴重な情報ですから「住所不明」というカテゴリデーで管理した方がいいでし

ょう。そこで、Winner7では住所不明データとしてマークを付けておき、データの削除はしません。 

 

 住所不明データとしてマークを付けた場合、同一家族として管理されているデータも自動的に住所不明者としてマー

クが付けられます。 

 

 住所不明「入力・訂正」ボタンをクリックすると PCのシステム日付がセットされ、画面上に「住所不明」というピンクの

マークが表示されます。 
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4.17 紹介者情報入力 

4.17.1 紹介者情報管理について 

後援会名簿管理において紹介者管理機能はとても重要な要素の一つです。登録されている会員が誰から紹介され

たデータなのかを管理することは日常的に行われていることです。紹介者が一人だけに限定されることはありません。複

数の紹介者がいるケースもありえます。Winner7では紹介者情報処理を合理的に出来るようにさまざまな工夫をこら

しています。本例を参考に紹介者管理システムに十分習熟し，効果的な名簿管理を行ってください。 

 

紹介者となるデータは事前に入力されていることを前提としています。万一、未入力会員から紹介されたことが判明し

た場合は、いったん現在のデータ入力を確定させた後に、改めて紹介者入力を行ってください。 

4.17.2 紹介者情報システム起動 

紹介者データ追加ボタンをクリックすると「紹介者データを検索しますか？」というメッセージが表示されます。 

◇「はい」…紹介者検索画面に進みます。 

◇「いいえ」…紹介会員コード入力画面に進みます。 
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4.17.2.1 紹介者データ検索処理実行例 

 
 条件指定をして紹介者となる会員を検索します。 

4.17.2.2 紹介者データ直接指定実行例 

 

紹介者コードがあらかじめわかっている場合はその会員コード

を直接入力します。 
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4.17.3 紹介者データ登録結果 

 

 紹介者データ登録されて

いることを確認してください。 
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4.17.4 紹介者データ削除処理 

 

4.17.5 紹介者データの変更処理 

紹介者の変更は，いったん紹介者情報を削除した上で紹介者情報の追加処理を行うことにより実現します。 

4.17.6 紹介者情報表示処理  

記録されている紹介者情報を表示する機能です。 

1. 表示したい紹介者情報にカーソルを合わせます。 

2. 紹介者表示ボタンをクリックします。 
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5 グループ情報入力 

5.1 はじめに 

グループ情報の管理はWinner7で最も重視している機能の一つです。登録されている会員（支持者）の属性

をグループとして把握することにより，その後の名簿の活用状況が大きく変わってきます。グループ管理（属性管理）

を充実することで会員との距離感を縮めることができます。 

 

なお、この機能を有効に活用するためには、事前にグループ管理のためのデータ設計を十分に行っておくことが大切

です。 

5.2 グループ管理とは何か 

 Winner7は後援会名簿管理システムですから会員（支持者）の基本属性（氏名・住所・電話番号等）を入

力~管理することは当然ですが，実際に運用するにはそれだけでは不十分です。登録されている会員（支持者）の

属性をできるだけ詳細に把握し入力しておく必要があります。しかも，入力された情報を効率的に取り出す（印刷・

検索等）ことも大切な機能です。会員の情報を備考情報として書き込むことでも対応できそうですが，その備考情

報を後から取り出す，あるいは情報分析を行うことは困難です。Winner7はこうしたニーズにお応えするために「グル

ープ管理」機能を提供しています。 

 

 グループというのは「あるまとまった属性」と考えるといいでしょう。もっとも，「あるまとまった属性」という表現は抽象的で

分かりにくいかもしれません。実例を挙げてみます。 

 

政党 同窓会 同好会 趣味グループ サークル 

レポート配布先 選挙向け集会 企業グループ 労働組合 登録原因 

その他     

 こうして設定されたグループ属性を各会員に登録していくことにより，各会員の特徴が把握しやすくなります。また，

グループ登録件数を数値的に集計し，全体の傾向を分析することも可能になります。 

 

 このような機能は多くの名簿管理ソフトが持っていることは当然です。しかし，これらの属性を名簿テーブルの附加属

性として同一テーブルに展開しているケースが多いようです。この考え方はシステム的には簡便なのですが，複雑なグ

ループ管理には不向きです。また，管理できるグループ件数の制約があります。 

 

 Winner7ではグループ管理テーブルは独立した構成としています。したがって，グループ管理情報は（理論的に）

無制限に入力できます。 

 

 こうして説明すると難しそうですがユーザーの選挙（および日常活動）を分析すれば基本的な情報整理ができま

す。後は必要に応じて追加していけば問題ないので安心してください。 
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5.3 グループ入力準備 

 

グループ入力用タブを

選んでください。 
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5.4 グループデータ・追加 

 

（グループ）追加処

理をクリックします。 

 

 

 

グループデータ入力ボ

ックスが表示されま

す。 

対象となるグループデ

ータを選択してくださ

い。 

 

本例では「同窓会」

→「陸王高校同窓

会」→（備考）同窓

会常任幹事 

を指定しています。 
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5.5 グループデータ入力結果イメージ 

5.5.1 結果表示 

 

5.5.2 グループデータ区分別表示について 

 

同じグループ区分に

属するデータは同じ色

でまとめられていること

にご注目ください。 
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5.6 グループデータ・訂正 

 

訂正対象となるグル

ープデータにカーソル

を合わせて「訂正」ボ

タンをクリックします。 

訂正画面が表示さ

れるので新しいデー

タに修正します。 

 

 

5.7 グループデータ・削除 

 

削除対象となるグル

ープデータにカーソル

を合わせて「削除」ボ

タンをクリックします。 
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5.8 グループデータの一括追加または一括削除処理 

 グループデータの追加・訂正・削除処理の基本は対象となる会員データを呼び出して行います。すなわち、１件ずつ

順番に処理する方法です。これまで説明したのはまさにそうして手順です。 

 

 しかし、あらかじめ「追加あるいは削除するグループデータ」と「対象となる会員データ」が判明している場合は１件ず

つデータを呼び出すと時間がかかり効率が悪いかもしれません。「対象となる会員コードをだけを連続入力、一括追加

あるいは一括削除したい」と思われるのは当然のことです。 

 

 たとえば、「レポート配布方法・年賀状発送先」として 100件追加したい」とします。基本に従えば対象となるデータ

を１件ずつ呼び出し、グループ追加すればいいのです。しかし、対象となる 100件の会員コードだけを入力し、最後に

一括追加を指示するだけで目的が達成できればその方がはるかに効率的です。削除の場合も同様です。 

 

 こうした要請に応えてWinner7では「グループデータの一括追加または一括削除」機能を搭載しています。以下に

説明します。 

5.8.1 グループデータ一括追加または一括削除処理を起動する 

 

メニューバーの【デー

タ(D)】から【グルー

プデータ(一括追

加・削除処理)】を

選択します。 
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5.8.2 グループデータ一括追加・一括削除処理画面 

グループデータ一括追加・一括削除処理画面が開きます。 

それぞれの機能を次に説明します。 

① 処理区分 
一括作業の区分を指定します。 

「追加」または「削除」を指定してください。 

② 対象グループデータ 
一括追加または一括削除対象となるグループデータを指定してくださ

い。 

③ 対象となる会員データ 

一括追加または一括削除対象となる会員データを個別に入力してくだ

さい。 

ここで指定された会員データに対してグループデータを追加または削除し

ます。 
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5.8.3 チェックリスト印刷 

 
 一括更新前にチェックリストを印刷できます。 

一度「追加」または「削除」したら元に戻すことはできないので十分チェックしてください。 

 
 印刷サンプルです。 
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5.8.4 追加または削除処理実行 

 
指定された条件でグループデータの一括追加または一括削除します。 

追加または削除は「処理区分」で決まります。間違えないように注意してください。一度「追加」または「削除」したら

元に戻すことはできません。 

5.8.5 一括更新処理終了後の確認画面 

 

 一括更新処理（追加または削

除）そのものは比較的短時間で終了

します。 

 その後上のような画面が表示され

「グループ表示補正処理」を実行する

かどうかを確認されます。この処理はや

や時間がかかります。データ件数にもよ

りますが、数分～10分前後でしょう

か。時間が許せば「はい」を選ぶことを

お勧めします。 

 なお、後ほど処理することもできます

から、時間がなければ「いいえ」でもか

まいません。 
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5.8.6 処理終了ガイダンス 

 

 処理が正常に終了したらこのような

画面が表示されます。 

 

 

5.8.7 確認 

 

年賀状発送先が追

加されていることが確

認できます。 
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6 家族管理機能 

6.1 はじめに 

 家族管理機能はWinner7で重視している機能の一つです。後援会名簿は家族（世帯）単位で運用されること

が多いものです。家族を構成するのは個々人ですから名簿管理上では個別の会員コードを割り当てて個別管理を行

っています。しかし、システム中では家族関係を設定し、まとまった家族（世帯）として管理しています。 

 

 もっとも、ユーザーはこうしたシステム的な関係を意識することなく名簿入力や訂正を行えばいいのです。家族判定は

自動的に行います。 

6.2 直前データコピー機能の提供 

家族単位でデータを入力する場合の支援機能として「直前データコピー機能」を提供しています。 

 

家族であるということは、住所や電話番号は同一であることが普通です。そうであれば、その都度入力するのはいかにも

面倒です。そこで、Winner7では「直前データコピー機能」を搭載しています。簡単な作業ですから習熟して活用して

ください。 

 

本例では「鈴木一郎さん」の家族である「鈴木玲子さん」を登録することにします。（19301）鈴木一郎さんのデータ

が表示されているものと仮定します。 

 

 

「追加」ボタンをクリックし

ます。 
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性別入力…「女性」を

選択します。 

 

 

 

 

「姓（漢字）」入力エリ

アでキーボード上の 

【F2】キー 

を押すと必要な情報が

複写されます。 

 

 

 

 

必要な情報がコピーされ

ています。 
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必要に応じて個別データ

を入力し、最後に 

「確定」ボタン 

をクリックします。 

 

 

 

家族関係管理機能が起動します。詳細は次節で説明します。  
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6.3 家族関係管理機能 

 家族管理編集画面が表示されます。これは、鈴木一郎氏と鈴木玲子さんが同一の住所を持っていることをシステム

が判別し、両者に家族関係がある可能性を知らせるものです。 

 ユーザーは表示されている家族関係候補データ（この場合は鈴木一郎氏）を確認し、実際に家族関係にあるか

否かを判断します。 

 
■両者が家族関係にあると判断した場合は「家族関係設定」ボタンをクリックします。 

■同一住所であっても家族でないと判断した場合は「家族関係不要」ボタンをクリックします。そうすると両者は別々の

管理対象となります。 

 本例では家族関係にあるものと判断し、「家族関係設定」ボタンをクリックして次のステップに移ります。 
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家族関係情報欄に

「鈴木一郎」と「鈴木

玲子」に家族関係が

設定されたことが確認

できます。 
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6.4 家族管理データ訂正処理 

 

 家族管理関係を訂正する時は家族関係設定ボタン

（鉛筆アイコン）をクリックします。家族関係データ訂

正作業は新規入力と同様の操作方法です。 

6.5 家族管理データ削除処理 

 

 家族関係を削除する時は家族関係削除ボタン（ハ

サミアイコン）をクリックします。 

 

 

 

 「はい」をクリックすると家族関係を削除（切り離し）

ます。 

6.6 家族情報参照 

 

 参照したい情報にカーソルを合わ

せて「家族情報参照ボタン」（虫眼

鏡アイコン）をクリックします。 

 

 

 

 「はい」ボタンをクリックすると「鈴木

玲子」のデータに移動します。 
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7 しおり機能（ブックマーク機能） 

7.1 しおり機能とは… 

 しおり機能（ブックマーク機能）とは文字どおり名簿データに「しおり」をはさむ機能です。すなわち、現在参照してい

るデータにマークを付けておき、他のデータを参照しているときに瞬時にしおりが設定されているデータを表示できる機能

です。便利な機能ですからご活用ください。 

7.2 しおりの保存期間 

 一度設定されたしおりはユーザーが削除するまで保存されています。しおり削除は個別または全件一括となります。 

7.3 しおり（ブックマーク）を設定する 

 

 ブックマーク（し

おり）を設定した

い画面上で「しお

り設定」ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 しおりデータが

記録され，「しお

り移動」ボタンが

有効になります。 
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7.4 しおりデータに移動する 

 

任意の場所で「し

おり移動ボタン」

をクリックします。 

 

 

 

 

ブックマーク参照

画面（しおり移

動画面）が表示

されます。 

 

移動したいデータ

を選択して「移動

する」ボタンをクリ

ックすると、当該

データに移動しま

す。 
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7.5 ブックマーク削除 

 

設定されているブックマーク

（しおり）情報を個別にま

たは全件一括削除できま

す。 
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8 住所表示機能 

8.1 住所表示機能とは… 

 名簿管理システムにおいて住所データの管理はとても重要な要素です。Winner7でもいろいろ工夫を重ねていま

す。住所データの画面表示もできるだけ見やすくなるよう心がけていますが、入力との関係で多少不自然なイメージを

持たれるかもしれません。 

 

 ここでご紹介する「住所表示機能」では住所データを自然な形式で表示します。また、地名の読み方をカタカナで表

示する機能も持たせてあります。馴染みのある地名であればいいのですが、同じ漢字表記でも読み方が異なる例があ

ります。たとえば「本町」は「ほんまち」「もとまち」「ほんちょう」とも読めます。あるいは「金田」は「かねだ」「かんだ」「かな

だ」といった具合です。カタカナ機能搭載でこの点を解決しています。 

8.2 住所表示機能の使い方 

 

使用方法は簡単。住

所表示ボタンをクリックす

るだけです。 
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9 会員検索処理 

9.1 2種類の検索方法 

Winner7 を活用する場合、もっともよく利用する機能の一つがこの会員検索機能でしょう。 

検索機能には次の２種類があります。 

 

1 会員コードによる検索 

 会員番号が既に分かっている場合に使用します。 

 たとえば郵便物を送付したけれども住所不明で返送された場合，ラベル上に

は会員番号が印刷されているので，その番号を検索するようなケースです。 

2 条件指定による検索 
 実務上もっとも頻繁に使用される検索機能です。想定しうる検索条件をあら

かじめ準備しているので柔軟な検索が可能です。 

検索方法を選択するには「メニューバーから選択」、または「クイックボタン」のいずれかの方法で決定します。 

通常はクイックボタンから直接選択する方が便利です。 
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9.2 会員コードによる検索処理 

 会員番号が既に分かっている場合に使用します。たとえば郵便物を送付したけれども住所不明で返送された場

合，ラベル上には会員番号が印刷されているので，その番号を検索するようなケースです。会員コードを入力し【OK】

ボタンをクリックまたは【Enter】入力します。 
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9.3 条件指定による検索処理 

 実務上もっとも頻繁に使用される検索機能です。想定しうる検索条件をあらかじめ準備しているので柔軟な検索が

可能です。 

 

 

9.3.1 条件検索基本画面 

条件ブロックは 3 つにわかれます。①：表示条件，②地域条件，③その他です。順次説明します。 
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9.3.2 ①表示条件設定エリアの説明 

 

検索結果の表示条件を設

定します。 

整列方法 

検索結果のソート順序を指定します。 

・住所順 

・（姓名の）カナ順 

・支持ランク順 

住所不明 

住所不明の会員データを「表示する」または「表示しない」を指定します。 

住所不明であれば検索結果に表示しなくてもいいと思われるかもしれません。しかし、住所不

明というのも一つの重要な属性データであると考えています。いったん住所不明になったとして

も、後日別の方からの紹介カード等であがってくる可能性があるからです。だからといって、必要と

しない時に住所不明データを表示すると煩雑であると同時に思わぬミスを犯す可能性もありま

す。そこで、ここでオプションとして設定できる仕様としています。 

死亡者 
物故者（死亡者）の会員データを「表示する」または「表示しない」を指定します。 

物故者についても住所不明者と同様の考え方に基づきここでオプション指定します。 

性別 
検索対象となる性別データを選択します。 

通常はすべて選択します。 

9.3.3 ②検索対象となる地域指定 

 

検索対象となる地域条件を指定しま

す。 

・全国対象…地域指定はありません。 

 

・地域指定…地域（都道府県，自治体

等）を指定します。 

 

・マイ選挙区内…マイ選挙区が設定されて

いる場合有効です。 
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【地域指定】ボタン

をクリックすると地域

選択画面が開きま

す。 

 

対象となる地域を

選択します。本例

では 

・目黒区 

・世田谷区 

・杉並区 

を選択しています。 

 

 

 

 

・目黒区 

・世田谷区 

・杉並区 

が指定されていま

す。 
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9.3.4 その他の検索条件指定 

 

姓（漢字） 名（漢字） 

姓（かな） 名（かな） 

電話/下 4桁 勤務先 

グループ  

各検索項目の使用方法については以下に

説明します。 

9.3.4.1 すべての条件クリアボタン 

 

条件クリアボタン…現在設定されている検索条件を

一括クリアします。 

9.3.4.2 検索条件…姓名・姓名（かな） 

姓名による検索はもっとも多用される機能です。漢字による姓・名、またはカナによる姓・名検索です。漢字による

検索であると旧字が使用された場合にはヒットしないことがあります。たとえば「逢沢」と「逢澤」，あるいは「渡辺」と「渡

邊」といった例です。これらは別々のデータであると認識されます。 

 

そこで，「カナ検索機能」を搭載しています。ここで，「アイサワ」とすれば「逢沢」も「逢澤」ともヒットします。しかし今

度は読み方の相違による問題も発生します。たとえば，「アイサワ」と「アイザワ」は別のデータとして処理されるからで

す。 

 

これに対しては「先頭一致機能」で対応します。すなわち「アイ」と入力して検索すると「アイ」ではじまるデータが検索さ

れます。そうすると「アイサワ」も「アイザワ」も表示されることとなります。 

 

もっとも頻繁に使用される機能の一つですからこれらの機能は十分に試した上で理解してください。念のため、具体

的検索事例をお示しします。 
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 本例は東京都在住者で「山」で始まる姓を持つデータを先頭一致モードで検索しています。 

 検索結果で同じ色で複数行が表示されている場合は「同一家族」として管理されていることを意味しています。 

9.3.4.3 電話番号（下 4 ケタ）検索 

 電話番号による検索は電話番号の下４ケタを使用して行います。実務上これで十分であると考えています。同じ番

号がヒットする可能性もありますが、その場合は複数行が表示されますから、必要となるデータを選択すれば問題ありま

せん。本例では東京都対象で電話番号下 4桁「0015」を検索しています。 
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9.3.4.4 グループ条件による検索 

 

グループ管理を上手に行うと会員の属性管理が柔

軟に行えます。ここでは、その内容に応じて検索す

る機能を提供しています。 

 

汎用性を重視したグループ管理システムとなってい

るため、検索方法はやや複雑ですが、習熟してくる

ととても便利な機能となりますので、実例に即しなが

ら練習してください。 

 

 「グループ」をチェックしてください。 

 

グループ条件指定用画面が表示されます。 

 
選択対象となるグループし，【条件設定完了】ボタンをクリックします。 
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指定されたグループ条件が表示されます。 

 

検索実行ボタンをクリックすると検索処理が実行されま

す。 

   

この条件での実行結果 
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9.3.4.5 グループ検索条件を変更する方法 

 

 グループ検索条件を変更したい場合は「グループ検索条件変

更」ボタンをクリックします。 
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10 名簿印刷・テキスト(CSV)データ出力処理 

10.1 はじめに 

会員名簿管理システムにおいて、入力された会員データを効果的に印刷すること，あるいは他ソフトで加工できるよう

に出力することは重要な機能となります。まさに名簿管理システムはそのために開発されたといっても過言ではないと考

えています。当然，Winner7ではこの点に重点を置いた設計としています。 

 

【印刷・データ出力処理】を開始するには二つの方法があります。 

 

一つはメニューバー【印刷・データ出力】をクリックし、サブメニューから必要な印刷作業を選択する方法です。 

 

 
サブメニュー構成 

名簿印刷・テキストデータ

出力処理 

名簿，タックラベルおよびテキスト（ＣＳＶ）データ出力等を行います。もっとも使用

頻度の高い印刷処理です。 

各種管理情報印刷処理 登録件数集計表等，各種管理帳票を出力するためのメニュー画面を開きます。 

年賀状送付先管理 年賀状送付管理に関する処理メニュー画面を開きます。 

受付カード印刷 集会等で利用する「受付カード」を作成する画面を開きます。 

今一つはクイックボタンを利用する方法です。 

印刷関連クイックボタンは「名簿印刷（CS データ出力を含む）」と「管理資料印刷」の二つですが，通常はこの二つ

の機能がもっとも頻繁に使用されるので便利です。 
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10.2 名簿印刷・テキストデータ出力トップメニュー起動 

名簿，タックラベルおよびテキスト（CSV）データ出力等を行います。もっとも使用頻度の高い印刷処理です。 

 

【名簿印刷】クイックボタンをクリックします。 

 

 
名簿印刷条件指定画面が開きます。 
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サブメニュー構成 

名簿印刷 名簿印刷処理を行います。名簿出力順序を選択して矢印ボタンをクリックします。 

カード形式名簿印刷 カード形式（はがきサイズ）名簿を印刷します。 

封筒・ハガキ印刷 封筒・ハガキに住所を直接印刷します。公選はがきにも対応しています。 

宛名ラベル印刷 
宛名ラベル（タックシール）を印刷します。ラベル様式およびフォント情報を選択して矢

印ボタンをクリックします。 

CSV データ出力 CSV形式データを出力します。必要事項を選択して矢印ボタンをクリックします。 

各機能について順次説明します。 

10.3 名簿印刷処理 
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地域条件設定画面が

開く。 

・都道府県別 

・市区町村別 

・町域別 

・小学校区別 

 

 

 

必要に応じて地域指

定処理を実行します。 

 

なお，小学校について

事前にマスタを整備し

ていなければ小学校区

データは表示されませ

ん。 
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ここでは品川区・目黒

区・世田谷区を選択し

ています。 

 

条件選択完了ボタンを

クリックしてください。 

 

 

 

指定された地域条件

を確認します。 
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【印刷項目】を指定し

ます。 

印刷項目はシステム管

理ファイルに記録されて

いる情報がデフォルトに

なります。 

 

 

【小学校区単位で改

ページ】オプションを指

定します。 

 

 

 

 

 

 

グループ検索条件を指

定する場合【グループ

検索条件チェックボック

ス】をチェックます。 
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グループ選択条件指

定画面が開くので必要

な条件を指定します。 

 

 

 

 

指定されたグループ条

件が表示されます。 

 

 

 

性別指定を行います 
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抽出対象となる 

・支持ランク 

・送付ランク 

を選択する。 

 

選択されない場合はす

べてのランクがが対象と

なります。 

 

 

 

条件指定が完了した

ので印刷開始ボタンを

クリックします。 

 

 

 印刷プレビューが表示

されます。 

 

  



 

10-9 

【出力例】 
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10.4 宛名ラベル（タックシール）印刷 

 

 
地域条件指定，グループ条件指定等の作業は【名簿印刷処理】と同様です。 
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出力例 
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10.5 CSV データ（テキストデータ）出力 

Winner7が提供する印刷機能があれば実務上問題ないと考えます。むしろ，その範囲内で活用方法を検討した

方が効果的でしょう。しかし，ユーザー独自の出力処理を行いたい場合もあるでしょう。こうした要望に対応するため、

汎用データ（ＣＳＶ形式）を出力する機能を提供しています。 

 

テキストデータ出力形式については画面上のヘルプで説明していますが，念のためここでも説明しておきます。 

 

レコード単位 

 
 

連名形式 

 
 

グループ出力 
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テキストデータ出力方式は次の 2種類です。 

メインデータ 
名簿管理ファイルに記録されているデータのうち、「住所不明でない」データをテキス

ト出力します。 

住所不明データ 
名簿管理ファイルに記録されているデータのうち、「住所不明である」データをテキス

ト出力します。 

 
地域条件指定，グループ条件指定等の作業は【名簿印刷処理】と同様です。 
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対象データが抽出さ

れた結果を記録する

ファイルを指定します。

既定のファイル名は

「Meibo.CSV」として

います。 

もちろん自由に変更

することが出来ます。 

 

出力された CSV デー

タファイルを EXCEL

等で開き，自由に編

集することができます。 
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10.6 カード形式名簿（ハガキサイズ） 

（ハガキサイズ）カード形式名簿は A4サイズの用紙に印刷されます。 

このカードを切り離して訪問活動や電話掛け等に活用することを想定しています。 

A4 コピー用紙に印刷し，カッター等で切り離してもいいのですがとても面倒です。当社で切り離し用ミシン目の入った

厚手の用紙を準備しています。有償となりますがご注文いただければお届けします。 

 

 

 

地域条件指定，グループ条件指定等の作業は【名簿印刷処理】と同様です。 
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印刷サンプル 

 
個別の印刷サンプル（専用用紙から切り離したイメージ） 
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10.7 封筒・ハガキ宛名直接印刷 

封筒およびハガキに直接宛名を印刷する機能です。 

ご使用中のプリンタに封筒・ハガキ印刷機能があることを前提としています。 
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印刷対象となるハガキ・封筒のレイアウトを設定します。 

 官製はがき 

 公選はがき（選挙用はがき） 

 封筒（長３） 

の 3種類あります。 

 

 

 
地域条件指定，グループ条件指定等の作業は【名簿印刷処理】と同様です。 
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出力例 
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11 各種管理資料印刷処理 

11.1 はじめに 

Winner7システムに入力された名簿データを活用するための各種集計表等を印刷する処理です。 

11.2 各種管理資料印刷処理開始 

【各種管理資料印刷処理】を開始するには二つの方法があります。 

 

一つはメニューバー【印刷・データ出力】をクリックし、サブメニューから必要な印刷作業を選択する方法です。 

 

 
 

今一つはクイックボタンを利用する方法です。こちらの方が簡単であると思います。 

 

 
各種管理資料印刷用メニューが開きます。 
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11.2.1 管理資料について 

【地域別・ランク別】登録状況集計表 

登録された名簿データについて【地域別・ランク別】に集計して出力し

ます。【グループ別】の集計を行うことも可能です。 

支持者について地域別に分析することを目的にしています。 

【グループ別・ランク別】登録状況集計表 

登録された名簿データについて【グループ別・ランク別】に集計して出

力します。支持者についてグループ別の分布状況を分析することを

目的としています。 

紹介者別名寄せリスト 

紹介者別に紹介した会員を一覧表形式で出力します。 

たとえば A さんが紹介した人が 10人いた場合，A さんを紹介者と

して被紹介者の 10人が一覧出力されます。 

住所データ・整合性チェックリスト 

Winner7の住所管理は郵便番号に準拠しています。郵便番号の

変更等に伴いその整合性に異常が発生することがあります。そうした

異常データをチェックするための機能です。 

各種データ・支持ランク別集計表 
登録されている名簿データを支持ランク別に集計～出力（印刷）

します。登録状況の全体を把握することを目的にしています。 

【氏名】データ重チェックリスト 

Winner7 には「二重登録チェック機能」が搭載されています。その結

果，氏名が同一の場合は入力時点で警告され二重登録を防ぐこ

とができます。 

しかし，同姓同名の場合もあるので実際に入力を許可するかどうか

はオペレーターが判断することになります。その結果，場合によっては

同じ氏名で二重登録される可能性も残ります。 

そこで，登録されている氏名データをチェックし，氏名が重複している

データを一覧出力する機能を提供しています。 

紹介者別・紹介件数集計表 

紹介者別の紹介件数（人数）を一覧出力します。 

「紹介者別名寄せリスト」では紹介状況を詳細に確認することができ

ますが全体的な紹介者数の把握が困難です。 

この点を解決するために提供された機能です。 

新規入力データ一覧表 

名簿上の「新規入力データ区分」が「未処理」であるデータを一覧出

力します。新規入力された会員に対して何らかの処理を行いたい場

合に使用することを想定しています。 
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死亡者データ一覧表 
指定された期間内に死亡した会員を一覧出力します。 

初盆参り等に利用されることを想定したものです。 

集会等・受付カード作成処理 

集会等への参加者については受付で記名していただくのが普通で

す。 

Winner7ではこの受付簿をカード形式で作成することを推奨してお

り，そのための受付カードを作成するための機能を提供しています。 

管理資料とは性格が異なりますが，印刷メニューということでここで起

動します。 

年賀状送付先管理処理 

年賀状送付先管理についてはグループ管理機能を使ってもできない

わけではありませんが，年賀状送付に関する独特の仕様があるた

め，Winner7では年賀状発送管理機能を搭載しています。 

管理資料とは性格が異なりますが，印刷メニューということでここで起

動します。 
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11.3 【地域別・ランク別】登録状況集計表 

登録された名簿データについて【地域別・ランク別】に集計して出力します。【グループ別】の集計を行うことも可能で

す。支持者について地域別に分析することを目的にしています。 

 

 
集計用のオプションが豊富です。 

11.3.1 グループ別集計オプション 

グループ別集計機能を利用する  

グループ別集計機能を利用しない デフォルトは「利用しない」 
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グループ別集計機

能を利用する場合

は集計対象となる

グループを指定しま

す。 

 

11.3.2 集計区分①オプション 

都道府県別 都道府県別の会員数・世帯数を集計します。 

自治体別 自治体（市区町村別）の会員数・世帯数を集計します。 

小学校区別 小学校区別の会員数・世帯数を集計します。 

郵便番号別 自治体内の郵便番号（町域）別の会員数・世帯数を集計します。 

マイ選挙区 マイ選挙区を指定している場合，当該マイ選挙区内の会員数・世帯数を集計します。 

11.3.3 集計区分②オプション 

個人単位集計 個人単位で件数を集計する 

世帯単位集計 世帯単位で件数を集計する 
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11.3.4 都道府県別登録状況集計表出力サンプル 
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11.3.5 自治体別登録状況集計表出力サンプル 
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11.3.6 小学校区別登録状況集計表出力サンプル 
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11.3.7 郵便番号別登録状況集計表出力サンプル 
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11.4 【グループ別・ランク別】登録状況集計表 

登録された名簿データについて【グループ別・ランク別】に集計して出力します。支持者についてグループ別の分布状況

を分析することを目的としています。 

 

 
 

集計区分 

全国集計 地域指定なし（全国集計） 

都道府県別集計 指定された都道府県別に集計します。 

自治体別集計 指定された自治体別に集計します。 
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11.4.1 全国対象・グループ別集計出力サンプル 
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11.4.2 都道府県別グループ別登録状況集計表出力サンプル 
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11.4.3 自治体別グループ別登録状況集計表 
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11.5 紹介者別名寄せリスト 

 後援会名簿管理では紹介者情報はとても重要な項目です。本機能では指定された会員が紹介した相手先を集

計して（名寄せして）一覧印刷します。たとえば A さんが紹介した人が 10人いた場合，A さんを紹介者として被

紹介者の 10人が一覧出力されます。 

11.5.1 オプション指定 

 

①紹介者データ・抽出条件 

紹介者（紹介元）データの抽出条件を指定します。 

 紹介者を個別に指定する…印刷対象となる紹介者の会員コードを個別に

指定します。1件のみでも複数件でも受け付けます。 

 登録日の範囲を指定する…初回登録日の範囲を指定します。 

 紹介者の範囲を指定する…会員番号（会員コード）の範囲を指定しま

す。 

 無条件（全件）出力…紹介実績のあるデータを全て出力します。 

②紹介者と被紹介者が同

一住所である場合は出力し

ない 

紹介者と被紹介者が同一住所の場合，通常は同一家族であると考えられます。

紹介実績という意味ではそのとおりなのですが，実務上，これを出力することは無

意味であると考えられます。そこで，チェックボックスにチェックを入れておくと（これが

デフォルト），こうしたデータは出力されません。 

③印刷対象となる「被紹介

者」の地域条件指定 

ここで指定された範囲の地域に属する被紹介者データを抽出し印刷します。した

がって、「全国」を指定するとすべての地域が抽出対象となります。例えば「自治体

別」を指定すると、指定された「自治体」で抽出します。 
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11.5.2 個別指定作業例 

 
 

出力サンプル 
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11.5.3 登録日の範囲を指定・作業例 
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11.5.4 紹介者の範囲を指定する・作業例 

 
 

11.5.5 無条件（全件）出力作業例…何も指定しない 
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11.6 住所データ・整合性チェックリスト 

Winner7の住所管理は郵便番号に準拠しています。郵便番号の変更等に伴いその整合性に異常が発生すること

があります。そうした異常データをチェックするための機能です。 

 

 
 

住所不明データ出力区分（オプション） 

住所不明データを出力する 
「住所不明データ」として名簿ファイルに記録されているデータに対して住所

データエラーチェックを行います。 

住所不明データを出力しない 
「住所不明データ」として名簿ファイルに記録されているデータに対しては住

所データエラーチェックを行いません。通常はこちらを選択します。 
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11.7 名簿データ・支持ランク別集計表 

登録されている名簿データを支持ランク別に集計～出力（印刷）します。登録状況の全体を把握することを目的に

しています。 

 

特別なオプションはありません。ただちに集計作業を行い，表示します。 
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11.8 【氏名】データ重チェックリスト 

Winner7 には「二重登録チェック機能」が搭載されています。その結果，氏名が同一の場合は入力時点で警告され

二重登録を防ぐことができます。 

 

しかし，同姓同名の場合もあるので実際に入力を許可するかどうかはオペレーターが判断することになります。その結

果，場合によっては同じ氏名で二重登録される可能性も残ります。 

 

そこで，登録されている氏名データをチェックし，氏名が重複しているデータを一覧出力する機能を提供しています。 

 

11.8.1 基本機能 

 



 

11-22 

11.8.2 姓名重複データ強制削除処理オプション 

 

 

本来であれば姓名重複データを一件ずつチェックし，不要と考えられるデータを削除していくべきです。しかしながら，

対象件数が多いととても煩雑な作業となります。そこで，このオプションを利用すると一定の条件を満たすデータを一括

削除することができます。 

  



 

11-23 

11.9 紹介者別・紹介件数集計表 

紹介者別の紹介件数（人数）を一覧出力します。 

「紹介者別名寄せリスト」では紹介状況を詳細に確認することができますが全体的な紹介者数の把握が困難です。 

この点を解決するために提供された機能です。 
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11.10 新規入力データ一覧表 

新たに入力されたデータを一覧印刷します。新規入力分のチェックリストとして使用することを想定しています。 

 

ここでは名簿上の「新規データ入力区分」が「未処理」であるデータを印刷します。印刷完了後，「新規データ入力区

分」を自動的に「処理済み」とします。 

 

この結果，新たに入力されたデータの一覧表を手にすることができるのでその内容をチェックすることができます。また，

印刷完了後「新規データ入力区分」が「処理済み」とされることにより，それ以降は新規データとしてみなされませんか

ら次回以降は出力されません。 

 

印刷処理を行わず，新規入力データ区分のみを更新したい場合は「印刷処理を行わず，新規入力データ区分の

みを更新する」ボタンをクリックしてください。 
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11.11 死亡者データ一覧表 

指定された期間内に死亡した会員を一覧出力します。 

初盆参り等に利用されることを想定したものです。 

11.11.1 基本画面 

 
 

出力範囲指定 
出力対象となる死亡年月を指定します。本例では 2012年 1月 12か月間に死亡したデ

ータの抽出を指定します。確認エリアで確認できます。 

出力先 「プリンタ出力」または「CSV ファイル出力」を選択できます。 

出力順序指定 「住所順」または「死亡日順」を選択できます。 
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11.11.2 出力サンプル 

 

  



 

11-29 

11.12 集会等・受付カード作成処理 

集会等への参加者については受付で記名していただくのが普通です。 

Winner7ではこの受付簿をカード形式で作成することを推奨しており，そのための受付カードを作成するための機能

を提供しています。 

管理資料とは性格が異なりますが，印刷メニューということでここで起動します。 

 

受付カード作成用入力 
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出力サンプル（A4用紙に出力） 

 
 

拡大版 
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11.13 年賀状送付先管理処理 

年賀状送付先管理についてはグループ管理機能を使ってもできないわけではありませんが，年賀状送付に関する独

特の仕様があるため，Winner7では年賀状発送管理機能を搭載しています。 

管理資料とは性格が異なりますが，印刷メニューということでここで起動します。 
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12 ユーティリティ 

12.1 ユーティリティとは 

Winner7システムの運用に必要なツール類をまとめて提供しています。トップメニューから起動します。 

12.2 ユーティリティの起動 

 

 

 

４つのタブで構成されています。 

◆通常処理 

通常使用される処理。 

◆臨時処理 

臨時的に使用される処理。 

◆インポート処理 

基本データインポート処理。 

◆特別処理 

特別な処理。 
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12.3 通常処理 

 

◆バックアップ 

ファイルをバックアップ（コピー）します。元に戻す（リ

ストア）機能もあります。 

 

◆ファイル圧縮処理 

不要となったレコードを削除し，データベースのサイズ

を圧縮します。 

 

◆システム管理ファイル保守管理 

システム管理ファイルの保守管理を行います。 

 

◆和暦・西暦マスタ保守管理 

和暦・政令マスタ（カレンダーマスタ）の保守管理を

行います。 

 

◆データベース接続設定処理 

データベースへの接続方法(ローカルまたは TCP/IP)

を設定します。プレミアム版のみ有効です。プレミアム

版以外では表示されません。 

12.3.1 バックアップ処理 

基本機能 

本システムには次の二つの機能があります。 

データのバックアップ 
使用中のデータを指定されたフォルダにバックアップコピーします。外部媒体を指定すること

もできます。 

データのリストア 

（データを戻す） 

バックアップされたデータをもとに戻します（リストア処理）。現在使用中のデータに上書き

されるので運用には注意が必要です。 
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バックアップ処理 

 

使用中のデータを指定

されたフォルダにバックア

ップコピーします。 

 

外部媒体を指定する

こともできます。 

 

 

 

リストア処理 

 

バックアップされたデータ

をもとに戻します（リス

トア処理）。 

 

現在使用中のデータ

に上書きされるので運

用には注意が必要で

す。 

 

12.3.2 ファイル圧縮処理 

データベースファイルに対して入出力を繰り返していると不要となったデータレコードが累積してきます。その結果，データ

ベースの物理的サイズが大きくなりレスポンスの低下を招きます。本処理ではそうした不要データを物理的に削除し，

さらにデータベースそのものを圧縮します。 
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ファイル圧縮処理を実行するには Firebird システムが正常にインストールされている必要があります。 

正しい手順でWinner7 をインストールしている場合は Firebird システムも正常にインストールされているはずです。 

しかし，Firebird システムのインストールを省略された場合はこの機能を利用することはできません。 

 

ファイル圧縮処理ボタンをクリック。 

 

※Firebird システムが正しくインストールされていない

場合はこの機能は使えません。 

 

 

 

操作開始ガイダンスが表示されます。 

「はい」をクリックすると圧縮処理が始まります。 

12.3.3 システム管理ファイル保守管理 

 

「システム管理ファイル保守管理」項目で説明済み。 
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12.3.4 和暦・西暦マスタ保守管理 

 

Winner7で日付を扱う項目がいくつかあります。

生年月日、死亡日、住所不明日、支持ランク変更

履歴等です。そこで問題となるのが和暦と西暦の扱

いです。実務的には西暦に統一して管理すれば合

理的でもあるし、システム設計もシンプルで済みます。

Winner7内部では西暦管理を主体としています。

しかし、生年月日の場合は和暦処理の方が分かりや

すいという声も少なくありません。そこで、Winner7で

は便利な運用が出来るよう柔軟な和暦・西暦管理

を提供する仕様としました。 

 和暦・西暦マスタはそのための重要なマスタファイル

です。システム内部では複雑な処理を行っています

が、運用する方にとっては簡便な方法を提供している

のでご安心ください。 

和暦マスタの重要性 

日付管理においては「和暦マスタ」の整備がとても重要です。詳しく説明しておきます。 

 

 
初期状態では「明治・大正・昭和・平成」の和暦年号およびこれに対応する西暦年を管理する情報が設定されてい

ます。例えば、「昭和」は 1926年 12月 25日～1989年 1月 7日といった具合です。 

 

明治・大正・昭和については最終年月日が確定しているので問題ありませんが、平成については現在経過中のため、

便宜上「2099年 12月 31日」まで設定しています。 

 

将来において平成が終了し、新しい年号が制定された場合は、次の手順で和暦マスタに新年号を追加します。 
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和暦マスタに新年号を追加する 

 

◆新しい年号が制定された場合は，「和暦マスタに新年号を追加する」チェックボックスをチェックしてください。新年号

情報を入力する画面が開くので「新年号」および「新年号の開始日付」を入力し，【新年号データを生成する】ボタン

をクリックしてください。 

 

 

新年号と新年号の開始日付を入力し，新年号データ作成ボタンをクリックして下さい 
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新年号が生成されました。 

追加された新年号レコードを修正したい場合は，当該レコードをいったん削除し，改めて新年号レコードを追加してく

ださい。 
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12.3.5 データベース接続設定 

Winner7 プレミアム版ではネットワーク接続機能が提供されています。 

ネットワーク運用を行う場合データベース接続情報を設定する必要があります。 

次の手順で行います。 

 

データベース接続設定ボタンをクリック。 

 

 

 

データベース接続設定の詳細は，別冊の

「Winner7 インストールマニュアル」を参照してくださ

い。 
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12.4 臨時処理 

 

◆郵便番号マスタ生成処理 

郵便番号マスタを生成する処理。 

◆郵便番号マスタ補正（特別処理） 

下 4桁に[0000]を持つ郵便番号データを利用で

きるように郵便番号マスタを生成する処理。 

◆字（あざ）マスタ生成処理 

字（あざ）マスタを生成する処理。 

◆グループ管理情報補正処理 

グループ管理マスタを基にグループ情報を強制的に

補正する処理。 

◆マイ選挙区情報補正処理 

マイ選挙区マスタを基に名簿管理ファイル上のマイ

選挙区情報を強制的に補正する処理。 

◆学区情報補正処理 

学区マスタを基に名簿管理ファイル上の学区情報

を強制的に補正する処理。 

◆番地情報補正処理 

番地情報を強制的に補正する処理。 

◆法人データ補正処理 

法人データを強制的に補正する処理。 

◆空白レコード削除処理 

空白レコードを強制的に削除する処理。 

12.4.1 郵便番号マスタ生成処理 

日本郵便が提供する郵便番号データ（KEN_ALL.CSV）を基にWinner7で使用する郵便番号マスタを自動的

に生成する処理です。元になるデータはWinner7 をインストールされたフォルダ内の「YUUBIN」フォルダ（通常は

C:\Winner7\YUUBIN）に記録されているものと想定しています。時間がかかる処理です。 

12.4.1.1 郵便番号データのダウンロード 

 郵便番号生成処理を実行する前に日本郵便株式会社が提供する最新の郵便番号データを所定の形式でダウン

ロードしておかなくてはなりません。その方法について説明します。なお、システム配布時に必要なデータを提供している

のでそのまま実行することが可能です。ただし、最新データではない可能性が高いので、面倒でも最新データをダウンロ

ードしてから以下の作業を実行してください。 

 

 ダウンロード手順を示します。 
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インターネットブラウザから

「郵便番号検索」をキー

ワードに検索してください。 

 

地図データの下に 

「郵便番号のダウンロ

ード」があります。 

 

ここをクリック。 
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「読み仮名データの促音・

拗音を小書きで表記する

もの」 

を選びクリックします。 
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「全国一括」を選択しク

リック。 

 

本例では ZIP形式でダ

ウンロードします。 
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「名前を付けて保存」を

選択 

 

 

 

保存先フォルダーとして 

C:\Winner7\YUUBI

N 

を指定します。 

これは標準的なインスト

ールされている場合の例

です。これと異なるインス

トール先を指定している

場合は任意のインストー

ル先のWinner7 フォル

ダーの下の YUUBIN フォ

ルダーを指定します。 
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フォルダーを開きます 

 

 

 

Ken_All.zip フォルダを

右クリック 

→ 

サブメニューから「すべて展

開」をクリックします。 
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CSV ファイルの展開先と

して 

C:\Winner7\YUUBI

N 

を指定します。 

 

 

 

作業完了 

次は事業所の個別郵便番号をダウンロードします。 
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郵便番号データダウンロ

ード画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事業所の個別郵便番

号」をクリックします。 
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その後の作業方法は前

述のものと同様です。これ

を参考して作業を進めて

ください。 

 

 

 

 

 

作業完了 
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12.4.1.2 郵便番号データを生成する 

C:\Winner\YUUBIN フォルダーに格納された郵便番号データをもとにWinner7用の郵便番号データを生成しま

す。ユーティリティー画面から起動します。 

 

※重要な注意 

① 郵便番号マスタを更新するので事前にWinner7システムのバックアップ処理を実行しておいてください。 

② 時間がかかる処理です。 

 

 
「郵便番号マスタ生成」ボタンをクリックします。 

 

 

処理開始 

※時間がかかる処理です。 
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郵便番号マスタ生成完了 
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12.4.2 郵便番号マスタ補正（特別処理） 

◆処理の概要：下 4桁に[0000]を持つ郵便番号データを利用できるように郵便番号マスタを生成する処理。 

 

郵便番号データとして下 4桁が 0000の場合は原則として入力できない仕様としています。これは下 4桁が 0000

の場合は町域を特定できないからです。 

 

しかしながら，稀ではありますが下 4桁が 0000で参照される地域が存在しています。たとえば 620-0000（京都

府福知山市）がそれに該当します。 

 

このままではそうした地域の住所入力ができないことになり困った事態となります。そこで，本システムを開発し，ユーザ

ーが独自の情報を入力することにしました。入力された結果で郵便番号マスタを更新し，当該郵便番号データを入

力できるようにしています。 

 

新しい郵便番号データを読み込んだ場合，ここで入力し郵便番号マスタを更新した結果はいったんクリアされることに

なりますが，郵便番号データ読み込み処理の一環で自動的に郵便番号マスタを更新するので同期を維持できること

になります。 

 

 

 

「郵便番号マスタ補

正（特別処理）」ボ

タンをクリックします。 
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郵便番号補正処理

用入力画面が開く 

↓ 

追加ボタンをクリック 

 

 

 

補正データを入力し

確定ボタンをクリック

する 
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登録完了。 

 

この作業を繰り返

す。 

 

 

 

入力を完了したら

【郵便番号マスタ更

新】ボタンをクリック 

↓ 

入力された情報が郵

便番号マスタに追加

される。 
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12.4.3 字（あざ）マスタ生成処理 

郵便番号で特定できるのは町域までです。たとえば 102-0072は東京都千代田区飯田橋を特定しています。通常

はこれで問題ありません。しかし地域によってはさらに詳細な地域情報＝字（あざ）を日常的に使用している場合が

あります。 

 

Winner7では必要に応じて字（あざ）データまで管理することができます。その際，字データを逐次入力するのはい

かにも面倒です。そこで字（あざ）マスタを準備しています。全国の字データの数は膨大です。必要のない字データを

登録しても意味がありません。必要な都道府県に対応した字データのみを準備すれば十分です。 

 

ここでは地域に対応した字マスタを生成する方法を説明しています。 

 

 

字（あざ）マスタ生成処理。 

 

※字マスタを使用して字入力を行

う場合は，システム管理ファイルで

「字データ入力を行う」を選択して

おいてください。 

 

 

 

字マスタ生成対象となる都道府県

を選択し，生成実行ボタンをクリッ

クしてください。 

→自動的に生成処理を開始しま

す。 

※読み込み対象レコード件数が多

い場合は処理時間を要することが

あります。 
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12.4.4 グループ管理情報補正処理 

グループ管理マスタを基にグループ情報を強制的に補正する処理です。 

グループ管理情報はグループ管理 DBで管理されています。この管理はWinner7システムで管理されておりユーザ

ーが気にする必要はありません。しかし，グループ管理情報を強制的に書き換える処理を実行した場合等にグループ

管理情報の表示が乱れることがあります。この処理ではこれを強制的に正しい状態に更新するものです。 

 

 

ボタンをクリックすると自動的に処理を開始します。 

 

 

 

 

12.4.5 マイ選挙区情報補正処理 

マイ選挙区マスタを基に名簿管理ファイル上のマイ選挙区情報を強制的に補正する処理です。 

マイ選挙区情報は名簿 DBに記録されています。マイ選挙区マスタが修正された場合，整合性を保証するためにマ

イ選挙区情報を強制的に補正しておく必要があります。通常この作業はWinner7が自動的に行いますが，何らか

の事情により整合性に問題が発生した場合に本処理で強制的に補正します。 

なお，マイ選挙区補正処理は名簿データ件数に比例して一定の時間を要するので本処理では補正処理実行予約

のみを行い，Winner7終了時に一括して実行することになります。 
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マイ選挙区情報補正処理 

 

 

 

マイ選挙区情報の一括更新処理を実行するか確認

があります。「はい」を選択しても，この段階ですぐに

補正処理を実行するわけではありません。Winner7

システムを終了する時に補正処理が実行されます。 

12.4.6 学区情報補正処理 

学区マスタを基に学区情報を強制的に補正する処理です。 

 

学区情報は名簿 DBに記録されています。学区マスタが修正された場合，整合性を保証するために学区情報を強

制的に補正しておく必要があります。通常この作業はWinner7が自動的に行いますが，何らかの事情により整合

性に問題が発生した場合に本処理で強制的に補正します。 

 

なお，学区補正処理は名簿データ件数に比例して一定の時間を要するので本処理では補正処理実行予約のみを

行い，Winner7終了時に一括して実行することになります。 
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学区マスタを基に学区情報を強制的に補正する処

理。 

 

 

 

学区情報の一括更新処理を実行するか確認があり

ます。「はい」を選択しても，この段階ですぐに補正処

理を実行するわけではありません。Winner7システ

ムを終了する時に補正処理が実行されます。 

12.4.7 番地情報補正処理 

番地情報を強制的に補正する処理です。 

 

Winner7では番地情報を数字情報として管理しています。これは並び替え処理を行う場合に正しい順序で整列す

るためのものです。 

 

しかし，印刷時には文字列として編集しておいた方が便利なので内部的には文字列に変換して記録しています。 

この変換処理はWinner7が自動的に処理していますが，万一その整合性に誤りが発生した場合は本処理で強制

的に補正します。 
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12.4.8 法人データ補正処理 

法人データを強制的に補正する処理です。 

 

Winner7で管理する対象は個人または法人です。 

 

議員後援会名簿という特性上一般的には個人が大半を占めるはずですが，後援会員としての法人を管理する必

要が生じることもあります。 

 

個人と法人では表現する文字数が大きく異なるため，Winner7内部では異なった形式で管理されています。その機

能はWinner7が自動的に処理しているので通常気にする必要はありません。 

 

しかし，万一誤りが発生した場合には本処理で強制的に補正します。 
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12.4.9 空白レコード削除処理 

空白レコードを強制的に削除する処理です。 

 

Winner7でデータ入力中，誤って空白レコードを登録してしまうことがあります。入力時点で気付けば都度削除すれ

ばいいのですがそのまま残してしまうケースがあります。 

 

本処理では姓および名が空白であるレコードを強制的に削除します。 
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対象となる空白レコードが存在しない場合はその旨

のメッセージが表示されます。 



 

12-30 

12.5 名簿データインポート処理 

 

名簿データインポート処理については別冊の 

データインポート操作マニュアル 

を参照してください。 

12.6 特別処理 
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12.6.1 システム初期化処理 

データ初期化処理は通常運用では使用しない機能です。インストール直後に提供されたテストデータを削

除（初期化）し，実運用に入ることを目的に提供された機能です。 

この処理を実行すると，既存のデータは完全に削除されてしまうので運用に注意してください。 

 

「システム初期化ボタンを有

効にする」をチェックします。 

 

 

 

システム初期化処理ボタンを

クリックします。 

 

 

 

注意事項をよく読み，OKで

あれば「作業開始」ボタンをク

リックします。 

 

中止する場合は「キャンセル」

ボタンをクリックします。 
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